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公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

事務局長  大 久 保  秀 人 

第１８回日本スカウトジャンボリー（１８ＮＳＪ）ジャンボリープログラムの特別措置について 

第１８回日本スカウトジャンボリーの開催については、サテライト会場をはじめとする全国各地の約260か所

で約14,500人の参加が見込まれていましたが、７月からの新型コロナウイルス感染症の急拡大により、サテライ

ト会場や県大会の中止、団・隊キャンプへの振り替えなど、当初の計画のまま開催できない状況が続いています。 

これに伴い、９月以降のキャンプ実施や、ジャンボリー開催に向けて訓練してきたジャンボリー日本一プログ

ラムの延長について問い合わせをいただいております。 

実行委員会の協議に基づき、ジャンボリープログラムの特別措置について、下記のとおり実施していくことと

しましたので、県連盟内のご周知と、代替キャンプの実施やジャンボリープログラムを推進くださいますよう  

お願い申し上げます。 

記 

１．パイオニア賞への挑戦について 

パイオニア賞の各課目への取り組みについては、代替キャンプでの実施、もしくは複数回の隊活動での実施

により、すべての課目を修了することができます。代替で長期キャンプの実施が難しい場合もありますので、

毎月の隊活動での実施も見据えて、今年度末（２０２３年３月末）まで挑戦・認証期間を延長します。 

２．ジャンボリー日本一プログラムについて 

ジャンボリー日本一プログラムについては、公平に競えるようルールや期間を決めて行うこととしているこ

とから、当初のとおり８月末までの記録に対して、順位を決めて表彰することとします。 

なお、ジャンボリーでの実施に向けて訓練した成果を確認できるよう、ジャンボリー日本一プログラムの３

つのルールをそのまま「スカウト・スキル・チャレンジ」プログラムとして継続し、１０月末まで記録を受け

付けることとしますが、９月以降に実施・入力された記録は表彰の対象外とします。 

以 上 
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